
令和５年11月２日　様式３

清水南部・静清浄化センター汚泥処理共同化事業（重点計画）
平成３０年度　～　令和０４年度（５年間） 静岡市

近接する汚泥処理施設を統合することで、効率的な事業運営を目指す。

・下水道施設の改築に要する費用を0.5億円縮減するために、清水南部浄化センターと静清浄化センターの汚泥処理を集約する。

実施率
事業が進捗した割合

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ7　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H30 H31 R02 R03 R04

A07-001 下水道 一般 静岡市 直接 静岡市 終末処理場 新設 1,745

A07-002 下水道 一般 静岡市 直接 静岡市 終末処理場 - 20

A07-003 下水道 一般 静岡市 直接 静岡市 終末処理場 - 73

合計 1,838

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R02 R03 R04

合計

Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,838百万円 Ａ 1,838百万円

（R4末）（H30当初）

0 Ｃ 0
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

社会資本総合整備計画　事後評価書(中間評価書）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

0% 100%

送受泥施設、送泥管（Φ150×２条　L=1.3km）建設等

清水南部浄化センター汚泥処理施設の解体設計

汚泥濃縮設備、汚泥脱水設備の移設・解体

静岡市

静岡市

静岡市

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

令和５年度

委員会での審議結果等を市のホームページに掲載する。

清水南部・静清浄化センター送受泥施設建設工事

効率的な事業実施のための基本的な計画策定等

清水南部浄化センター汚泥処理施設移設・解体工事

事後評価の実施体制

番号 事業者
省略

要素となる事業名

学識経験者等の第三者で構成される静岡市公共事業評価委員会による審査を実施する。

事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

市町村名
港湾・地区名



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R02 R03 R04

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

 ・清水南部浄化センターの汚泥を静清浄化センターに送り集約処理を開始することができた。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 100%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 清水南部浄化センター汚泥処理電気設備移設及び改築工事が、新型コロナ

に差が出た要因  ウイルス感染症拡大の影響を受け、機器製作に伴う資材の調達に時間を要
最終実績値 67% したため、計画期間内の完成ができなかった。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

 清水南部浄化センター汚泥処理施設解体工事は、次期計画に反映し実施していく。

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）工種

指標①（事業が
進捗した割合）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容



計画の名称 清水南部・静清浄化センター汚泥処理共同化事業（重点計画）

計画の期間 平成３０年度　～　令和４年度（５年間） 静岡県静岡市交付対象

新東名高速道路

東名高速道路

国道１号

静岡駅

清水駅

清水IC

新静岡IC

静岡IC

A07-003 清水南部浄化センター汚泥処理施設移設・解体工事

A07-002 効率的な事業実施のための基本的な計画策定等

A07-001 清水南部・静清浄化センター送受泥施設建設工事


